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国
民
健
康
保
険

平成22年度会計

決算報告
　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
万
が
一
の
病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
み
ん
な
で

出
し
合
っ
た
お
金
（
国
保
税
）
を
、
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
の
医
療
費
な
ど

に
あ
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
国
保
の
事
業
を
運
営
し
て
い
る
の
は
村
で
す
。
村

で
は
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
と
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
国
保
の
財
政
は
、
厳
し
く
ゆ
と
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
大
切
な
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
保
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

今
月
は
平
成
22
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　　

加
入
状
況
を
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
平
成
22
年
度
平
均
の
加
入
世
帯
数
は

１
２
４
２
世
帯
で
、
５
世
帯
減
少
し
、
加

入
者
（
被
保
険
者
）
数
は
２
４
２
７
人
で
、

58
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
末
時
点
に
お
け
る
村
の

総
世
帯
に
占
め
る
国
保
世
帯
の
割
合
は
、

55
・
８
％
で
あ
り
、
総
人
口
に
占
め
る
加

入
者
の
割
合
は
36
・
０
％
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
度
同
時
期
と
比
べ
て
、
国
保
世
帯
は

０
・
７
％
、
加
入
者
は
０
・
３
％
と
も
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度
と

比
較
し
４
７
６
８
万
円
と
大
き
く
減
少

し
７
億
６
３
３
３
万
円
、
歳
出
総
額
も

２
６
６
３
万
円
減
少
し
７
億
５
８
９
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差

し
引
い
た
金
額
は
４
３
９
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
前
年
度
の
補
助
金
な
ど
の
精
算
や

繰
越
金
を
差
し
引
く
と
基
金
と
し
て
積

み
上
げ
て
い
る
１
３
９
１
万
円
を
考
慮

し
て
も
、
単
年
度
に
お
け
る
収
支
額
は
、

８
１
６
万
円
ほ
ど
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
い

厳
し
い
状
況
で
す
。

収
支
状
況

加
入
状
況

●　国民健康保険の歳入と歳出

※四捨五入により、各項目の合計が総額と合致しない場合、または 100％とならない場合がありますのでご了承ください。

歳出 
保険給付費 

4億9,508万円 
（65.2％） 

後期高齢者支援金 
9,557万円 
（12.6％） 

共同事業拠出金 
9,796万円 
（12.9％） 

介護納付金 
4,743万円 
（6.2％） 

総務費
1,068万円（1.4％）

その他　
1,222万円（1.6％）

歳入

国保税
1億5,247万円
（20.0％）

繰越金
2,544万円（3.3％）
その他
1,434万円（1.9％）

国庫支出金
2億5,730万円
（33.7％）

前期高齢者
交付金

1億2,087万円
（15.8％）

共同事業交付金
8,266万円
（10.8％）

一般会計繰入金
6,244万円
（8.2％）

県支出金
4,781万円
（6.3％）

自主財
源

％

25
・
2

存
財

依

源 74.8％

■歳入　7億6,333万円■歳出　7億5,894万円
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最
も
大
切
な
財
源
で
あ
る
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
い
た
国
保
税
は
、
現
年
度

課
税
総
額
１
億
５
１
９
９
万
円
で
収
納
額

は
１
億
４
５
３
８
万
円
、
収
納
率
は
95
・

65
％
と
な
り
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
の
収

納
額
で
あ
る
７
０
９
万
円
を
合
わ
せ
た
国

保
税
の
収
納
総
額
は
１
億
５
２
４
７
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１
３
１
７
万
円

減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
入
の
項
目
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
国
庫
支
出
金
が

２
９
２
５
万
円
増
の
２
億
５
７
３
０
万

円
、
県
支
出
金
が
４
２
７
万
円
増
の

４
７
８
１
万
円
、
退
職
者
医
療
交
付
金
が

４
１
４
万
円
増
の
５
７
１
万
円
、
前
期

高
齢
者
交
付
金
が
４
７
３
２
万
円
減
の

１
億
２
０
８
７
万
円
、
共
同
事
業
交
付

金
が
２
０
６
万
円
減
の
８
２
６
６
万
円
、

前
年
度
繰
越
金
が
２
９
８
８
万
円
減
の

２
５
４
４
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
の
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に

対
す
る
法
定
繰
入
金
は
、
１
３
０
０
万
円

増
の
６
２
４
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保
険
者
の
医

療
費
（
療
養
の
給
付
費
と
療
養
費
）
の
総

額
【
患
者
が
負
担
す
る
一
部
負
担
金
（
３

割
等
）
と
村
で
負
担
す
る
分
（
７
割
等
）

を
合
計
し
た
額
】
は
、
６
億
７
０
７
万
円

で
前
年
度
と
比
較
し
、
４
６
７
万
円
増
加

し
て
お
り
依
然
と
し
て
６
億
円
を
超
え
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
国
保
が
支
払
っ
た
金

額
は
、
４
億
４
０
４
２
万
円
で
２
８
７
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療

養
費
は
２
３
５
万
円
増
の
４
７
２
８
万

円
、
出
産
育
児
一
時
金
は
１
８
３
万
円

増
の
４
２
０
万
円
、
葬
祭
費
は
48
万
円

減
の
24
万
円
と
な
り
、
保
険
給
付
費
全

体
で
は
前
年
度
よ
り
７
５
２
万
円
増
の

４
億
９
５
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
出
の
項
目
を
前
年

度
と
比
較
す
る
と
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
が
２
０
３
０
万
円
減
の
９
５
５
７
万

円
、
共
同
事
業
拠
出
金
が
６
４
８
万
円

増
の
９
７
９
６
万
円
、
介
護
納
付
金
が

１
５
７
万
円
増
の
４
７
４
３
万
円
な
ど
と

な
り
ま
し
た
。

●　国保加入者の推移（老人保健分を除く）
年　　度 18 19 20 21 22
加入者数 2,749 2,672 2,579 2,485 2,427
内

訳
一 般 2,431 2,349 2,523 2,452 2,379
退 職 318 323 56 33 48

単位：人

18                     19         　        20　　　        21                    22 年度

億円

0

1

2

3

4

5

6

7

4億
7,443万円

5億
562万円

5億
6,848万円

5億
9,535万円

5億
9,742万円

1億
1,309万円

1億
408万円

1,283万円 705万円 965万円

一 般 退 職

●　国保加入者の総医療費
　　（老人保健分を除く、療養の給付および療養費の計）

●　国保加入者１人当たりの医療費
　　（老人保健分を除く）

18                     19         　        20　　　        21                    22 年度

万円

20

22

24

26

28

30

213,721円
227,584円 224,450円

242,416円
250,130円

257,603円

273,271円
279,621円

288,673円

県平均
九戸村

18                     19         　        20　　　        21                    22 年度 

万円 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

 
九戸村

５
万
３
７
４
９
円 

５
万
４
１
８
１
円 

６
万
８
１
６
７
円 

６
万
５
３
８
５
円 

６
万
２
０
５
０
円 

７
万　

４
９
８
円 

７
万
１
６
７
６
円 

８
万　

７
５
０
円 

７
万
８
８
１
７
円 

県平均

●　被保険者１人当たりの国保税調定額
　　（現年度・一般分）

歳　

入

歳　

出

子どもたちの夢が膨らむ国保の制度

●　１人当たりの国保税調定額（現年度・一般分）
　　　と医療費
市町村名 税額 収納率 医療費
九 戸 村 62,050円 95.65％ 250,130円

※東日本大震災の発生による影響で、医療費や
保険税などの統計処理が例年より遅くなってい
ます。県平均などが分かり次第、皆様にお知ら
せいたしますのでご了承ください。
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3.15
木

2.15
水

　

申
告
が
必
要
な
方

　

申
告
が
必
要
な
方
は
、
下
の
図

❶
の
上
段
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
す
。
い
ず
れ
も
平
成
24
年

１
月
１
日
現
在
、
本
村
に
住
所
が

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
税
務
署

で
確
定
申
告
を
す
る
方
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
を
し
て
い

な
い
と
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期

高
齢
医
療
保
険
料
の
軽
減
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
を
決
め
る
た

め
に
も
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告

を
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を

納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や

延
滞
税
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

代
理
で
申
告
す
る
場
合

　

ど
う
し
て
も
都
合
の
つ
か
な

い
本
人
に
代
わ
っ
て
、
家
族
の

自分で書いて、お早めに。

《問い合わせ》住民生活課賦課徴収班☎42-2111内線231・233

必要な方（いずれかに該当）

■ 平成23年中に所得があった方

■
給与所得があり、次に該当する方
□給与以外に所得があった
□勤務先で年末調整がされていない

■
住宅借入金等特別控除や医療費控除などを
受ける方

■ 後日、扶養証明や所得証明が必要となる方

■
国民健康保険または後期高齢医療保険に加
入している方

図❶申告が必要かチェック

不要な方

■
給与所得者で、勤務先から村へ「給与支払
報告書」が提出されていて、この給与以外
に所得がなかった方

■ 税務署に確定申告（または電子申告）する方

□方
が
申
告
す
る
場
合
に
は
、
次

の
こ
と
を
確
か
め
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
先
の
会
社
の
住
所
や
電

　

話
番
号
な
ど
を
確
認
し
て
く

　

だ
さ
い
。

▼
各
月
の
収
入
と
支
出
が
分
か
る

　

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
与
の
場
合
は
、
源
泉
徴
収
票

　

を
事
業
主
か
ら
も
ら
っ
て
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
書
い
て
提
出
を

　

村
で
は
申
告
会
場
で
の
混
雑
を

確定申告

少
な
く
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

申
告
書
や
農
業
な
ど
の
収
支
内
訳

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

記
入
に
あ
た
っ
て
は
説
明
書
を

読
み
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
自
分
で
書
い
て
提
出
す

れ
ば
簡
易
な
チ
ェ
ッ
ク
で
終
わ
り
、

待
ち
時
間
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

３
月
４
日
と
11
日
は

　

日
曜
も
受
付

　　

ど
う
し
て
も
仕
事
を
休
め
な
い

方
の
た
め
に
、
今
年
は
３
月
４
日

　申告は、皆さんが昨年１年間（１月から12月）の所得を計算し、村・県民税などの税額を決めるため
に行う大切な手続きです。
　村では申告・納税相談の受付を２月15日から３月15日（個人事業者の消費税は３月31日）まで行い
ます。事前に必要な書類を準備して、決められた日に正しく申告を済ませるよう、ご協力をお願いします。
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次
の
方
は
郵
送
で
も
可

❶
自
分
で
収
入
、
支
出
を
計
算
し

　

所
得
を
申
告
書
に
記
入
し
た

　

方
。

❷
収
入
が
な
い
方
…
必
ず
「
収
入

　

な
し
」
の
旨
を
申
告
書
に
記
入

　

し
て
く
だ
さ
い
。

❸
年
金
・
恩
給
の
み
の
方
…
必
ず

　

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
を
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
先
】

日　程 地　区　名 会　場

２
　
月

15 日（水） 瀬月内、宇堂口、泥の木

老人福祉センター
16 日（木） 平内、妻の神、戸田舘の下
17 日（金） 戸田上、戸田下
20 日（月） 戸田地区の申告未済者
21 日（火） 田代、柿の木

江刺家ふるさと
センター

22 日（水） 江刺家上、江刺家下
23 日（木） 道地、丸木橋、山屋１・２班
24 日（金） 山屋３班、細屋
27 日（月） 江刺家地区の申告未済者
28 日（火） 山根

村山村開発センター

29 日（水） 長興寺上、長興寺下

３
　
月

１日（木） 大向、五枚橋、荒田、雪屋
２日（金） 荒谷、伊保内上
４日（日） 村内全域日曜日申告受付日
５日（月） 二ツ家、鹿島
６日（火） 伊保内下、小倉
７日（水） 川向
８日（木） 南田
９日（金） 伊保内地区の申告未済者
11 日（日） 村内全域日曜日申告受付日
12 日（月）

村内の申告未済者
13 日（火）
14 日（水）
15 日（木）

※申告・納税相談の日程は、上記の表のとおりです。会場が同じであれば、
　指定日以外の日でも申告を受け付けます。

ネットなら便利！

24時間確定申告
◎　確定申告書等作成コーナーは
　　24時間申告書の作成が可能です
◎　e-Taxなら３月15日（木）まで
　　24時間申告が可能です

e-Taxで所得税の確定申告をすると…

❶　最高4,000円の税額控除
❷　国税庁ホームページから電子申告
❸　添付書類の提出省略
❹　還付がスピーディー
※e-Taxの利用には、開始届出書の提出、電子証
明書の取得、ICカードリーダライタの購入などの
事前準備が必要です。

www.nta.go.jp

問　e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
　　☎ 0570-015901

申告・納税相談の日程
受付時間：9時 30分～11時 30分、13時～15時 30分

確定申告 検　索
⬆

ネットなら便利

24時間確定申告

申告に持参するもの
１　村・県民税の申告書　
税務署から確定申告書の送付を受けている方は、
その申告書もお忘れなく。なお、電子申告で提
出した方には確定申告書が送付されません。

２　通帳と使用している印鑑　
通帳の代わりに、口座番号の控えでもよろしい
です。

３　所得の計算に必要な書類
○事業所得者（営業、農業などの事業を営む方）
…収入・支出に関する諸帳簿や精算書、領収書
など。
※収支計算を行ってきた方は、スムーズに申告
が進みます。ほかの申告者のためにも、収支計
算を済ませておくようお願いします。
○譲渡所得者（不動産、その他財産を売却等し
た方）…契約書
○給与所得者…源泉徴収票または給与明細書（所
得税の還付を受ける場合は、源泉徴収票が必ず
必要となります。）

４　所得控除に必要な書類　
社会保険料の領収書または控除証明書、生命保
険や地震保険料の支払証明書、農業者年金保険
料や医療費などの領収書。障害者控除を受ける
場合は、障害者手帳、障害者年金証書、介護保
険法の規定による要介護認定を受けている方で、
村の発行する認定書などです。

と
３
月
11
日
の
日
曜
日
に
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。
村
内
全
域
を
対

象
に
受
け
付
け
ま
す
が
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
指
定
さ
れ
た
期
日
に
申
告
を
済

ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〒
０
２
８-

６
５
０
２

九
戸
村
大
字
伊
保
内
10-

11-

６

　

九
戸
村
役
場

　

住
民
生
活
課
賦
課
徴
収
班
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■
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　
「
人
件
費
」
と
は
、
給
料
と
職
員

手
当
（
期
末
・
勤
勉
・
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
・
退
職
な
ど
）
を
合
わ
せ
た

職
員
給
与
費
の
ほ
か
に
、
村
長
や
村

議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
の
給
料
や

報
酬
も
含
め
た
広
い
範
囲
の
経
費
を

い
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
人
件
費

は
表
❶
の
と
お
り
６
億
２
１
８
０
万

円
で
一
般
会
計
歳
出
額
の
13
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
給
与
費
の

状
況
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
予

算
（
下
水
道
・
水
道
を
除
く
）
で
み

る
と
、
表
❷
の
と
お
り
で
す
。
一
般

職
の
給
料
や
職
員
手
当
な
ど
給
与
費

と
し
て
３
億
８
０
３
３
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
給
料

　

職
員
の
職
種
は
、
一
般
行
政
職
、

技
能
労
務
職
、
医
療
職
に
分
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
給
料
月
額
と

平
均
年
齢
を
示
し
た
も
の
が
表
❸
で

年　度 支給総額 職員一人当たりの支給額
平成21年度 5,702千円 89千円
平成22年度 5,774千円 90千円

表❽　時間外勤務手当

※選挙事務従事者の時間外勤務手当は含まない。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 322,588 円 44歳7か月
技能労務職 304,400 円 58歳9か月
医　療　職 326,614 円 46歳3か月

表❸　職員の平均給料月額と平均年齢
（平成23年4月1日現在）

表❶　人件費の状況（平成22年度一般会計決算より）

◦歳出総額　　　　　　45億　268万円
◦人件費が占める割合　13.8％（6億2,180万円）

※人件費には、村長や村議会議員などの特別職の給料、報酬が含まれ
　ています。

支給期 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.675月分

12月期 1.375月分 0.675月分
計 2.60　月分 1.35　月分

表❼　期末・勤勉手当の状況（平成23年4月1日現在）

表❹　初任給の状況（平成23年4月1日現在）

一般行政職
（大学卒）

決定初任給 157,200 円
採用２年経過 173,900 円

一般行政職
（高校卒）

決定初任給 140,100 円
採用２年経過 149,800 円

村
職
員
の
給
与
を
公
表

職員手当　　  3,036万円（   8.0％）
期末勤勉手当   9,237万円（24.3％）
給料　　　 2億5,760万円（67.7％）

給与費総額　　　3億8,033万円
職員数　　　　　　　　　67人
職員一人当たり　　　568万円

表❷　職員給与費の状況（平成23年度一般会計予算より）

※職員手当には、退職手当および子ども手当などは含みません。
※給与費は12月補正後の額となっています。
※職員数には、上下水道の公営企業などの職員は含みません。

　

村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
担
う
村
職
員
の
給
与
は
、
村
の
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
村
職
員
の
給
与
な
ど

の
主
な
内
容
と
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

す
。
一
般
行
政
職
の
初
任
給
の
状
況

は
表
❹
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た
時

点
で
の
給
料
月
額
は
表
❺
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
給
料
表

　

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ
れ

る
「
給
料
表
」
は
、
経
験
年
数
や
責

任
の
度
合
い
に
よ
り
５
級
に
区
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
標
準
的
な
職
務
内
容

と
そ
の
職
員
数
、
構
成
比
は
表
❻
の

と
お
り
で
す
。

■
職
員
手
当

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
❼
）
…
民

間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る
も
の

で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ
で
す
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
❽
）
…
正

規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た

職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
扶
養
・
住
居
手
当
（
表
❾
）
…
支

給
内
容
は
表
の
と
お
り
で
、
国
の
制

度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

▽
通
勤
手
当
（
表
❾
）
…
通
勤
の
た

区　分 一般行政職
（大学卒）

一般行政職
（高校卒）

  5年以上  7年未満 187,300 円 164,300 円
10年以上15年未満 233,000 円 228,400 円
20年以上25年未満 335,900 円 301,233 円
30年以上35年未満 397,662 円 377,078 円

表❺　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成23年4月1日現在）

※医療職３人、労務職 1 人を除く、合計 63 人

表❻　一般会計行政職の級別職員数の状況
（平成23年4月1日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 計
標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主任 課長補佐

主査
課長

課長補佐 -

職員数
（人） ９ 11 ９ 21 13 63

構成比
（％） 14.3 17.5 14.3 33.3 20.6 100.0
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区　分 給料・報酬月額 期末手当
村　長 610,000円

支給割合
【６月期】1.40月分
【12月期】1.55月分
【　計　】2.95月分

教育長 500,000円
議　長 230,000円
副議長 182,000円
議　員 165,000円

表❿　特別職等の報酬などの状況（平成23年4月1日現在）

区　 分 男性
職員

女性
職員 計 備　　考

育児休業
取得者数 ０人 ３人 ３人 21年度からの取得者２人

22年度の新規取得１人

表⓮　育児休業の利用状況（平成22年度）

処分内容 処分者数
分限処分 ０人
懲戒処分 ０人

表⓯　分限および懲戒処分の状況（平成22年度）

研　修　名 期間・日数（延べ） 人数
新規採用職員研修（前期・後期） ７日 ６人
一般職員研修 ６日 ５人
市町村職員研修 １日 ４人
管理者・監督者級等研修 ７日 ６人
専門研修（税務、法規事務など） 10 日 ９人

表⓰　職員の研修状況（平成22年度）

め
、
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
職
員

に
は
距
離
に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
職
等
の
報
酬
な
ど（
表
❿
）

　

特
別
職
の
う
ち
村
長
、
教
育
長
、

村
議
会
議
員
に
は
給
料
（
報
酬
）
と

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
職
員
数
の
状
況

　

職
員
の
定
数
は
条
例
で
上
限
が
決

め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

内
容
や
業
務
量
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
な
が
ら
、
適
正
な
配
置
に
努
め

て
い
ま
す
。
村
の
部
門
別
職
員
数
の

状
況
は
表
⓫
の
と
お
り
で
す
。

■
人
事
管
理

▽
定
員
適
正
化
計
画
（
表
⓬
）
…
定

員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進

し
、
定
員
管
理
の
適
正
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

▽
職
員
の
休
暇
状
況
（
表
⓭
・
⓮
）

…
職
員
の
休
暇
に
は
年
次
や
育
児
休

業
の
ほ
か
、
病
気
・
結
婚
休
暇
な
ど

の
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

（
表
⓯
）
…
平
成
22
年
度
中
の
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
職
員
の
研
修
状
況
（
表
⓰
）
…
研

修
に
職
員
を
派
遣
し
、
資
質
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

▽
職
員
の
健
診
受
診
状
況
（
表
⓱
）

…
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の
健

康
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

区　　　　分 対象職員数 受診者数 受診率
循環器・胸部Ｘ線検診 71 人 61 人 85.9％

表⓱　職員の健康診断の状況（平成22年度）

※特別職を含む。

総付与
日　数

総使用
日　数

対　象
職員数

平均使用
日 数 消化率

2,422 日 781 日 63 人 12.4 日 32.2％

表⓭　一般職員の年次有給休暇使用状況（平成22年中）

※新規採用職員、途中退職者、育児休暇取得者を除く。

平成16年
４月１日

職員数
93人

表⓬　定員適正化計画進捗状況（平成23年4月1日現在）

７年間で21人減

22.6％削減

平成23年
４月１日

職員数
72人

平成24年４月１日における定員の数値目標 73人

表⓫　部門別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

部　門 平成22年 平成23年 前年度比

一般行政

議　 会 2 2 0
総　 務 15 15 0
税　 務 6 6 0
農林水産 9 9 0
商　 工 1 1 0
土 木 5 5 0
民 生 11 15 4
衛 生 4 4 0
小 計 53 57 4

特別行政 教 育 8 7 △ 1
小 計 8 7 △ 1

公営企業

国 保 3 3 0
下 水 道 2 2 0
水 道 3 3 0
小 計 8 8 0

合　計 69 72 3

区　分 九戸村の内容

扶養手当

配偶者 13,000円
配偶者以外 6,500円
配偶者のない場合の
扶養親族１人目 11,000円

16 歳から 22 歳までの子
（１人につき） 5,000円加算

住居手当 借家・借間は家賃に応じて27,000円を限
度に支給

通勤手当

交通機関
利 用 者

運賃相当額50,000円を限度に
支給

交通用具
使 用 者

通勤距離２k m以上の者に、
1,600円から12,900円の範囲で
距離に応じて支給

表❾　扶養・住居・通勤手当（平成23年4月1日現在）
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に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
任
務
の
重
要
性
を

認
識
し
て
消
防
活
動
に
励
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
訓
示
。
統
監
の

岩
部
茂
村
長
は
「
皆
さ
ん
の
活

動
の
成
果
に
よ
り
、
昨
年
は
村

始
ま
っ
て
以
来
の
無
火
災
の
一

年
で
し
た
。
今
日
の
新
た
な
決

意
を
忘
れ
ず
任
務
に
あ
た
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
出
初
式
は
１
月
８

日
、
伊
保
内
小
学
校
校
庭
を
主

会
場
に
行
わ
れ
、村
消
防
団
（
川

畑
勝
美
団
長
）
の
団
員
と
村
婦

人
消
防
協
力
隊
（
西
山
千
代
子

隊
長
）
の
隊
員
ら
約
２
２
０
人

が
参
加
し
、
士
気
を
高
め
ま
し

た
。
川
畑
団
長
は
「
住
民
の
生

命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

観
閲
で
は
、
整

列
す
る
団
員
の

服
装
や
装
備
を

岩
部
村
長
ら
が

点
検
。
続
い
て
、

消
防
会
館
前
を

中
心
に
分
列
行

進
を
行
い
、
村

の
皆
さ
ん
に
意

気
込
み
を
示
し

ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
村
消

防
団
長
の
定
例

表
彰
も
行
わ

れ
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

消防会館前を堂々と分列行進する消防団

村
消
防
団
長
定
例
表
彰

■
竿
頭
綬　

第
６
分
団
（
橋
本
浩
分
団
長
）

■
永
年
勤
続
功
労
章（
勤
続
20
年
）

日
野
澤
勝
昭
②　
　

松
浦　
拓
志
②

上
宿　

当
④　
　

高
岡　
一
富
⑥

澤
頭　

誠
⑦　

平
糠　
秋
男
⑧

本
堂　
友
明
⑩　

関
向　
信
彦
⑪

■
功
労
章
（
勤
続
15
年
）

下
川
原　
建
③　

荒
田　
繁
樹
③

山
本　
弘
樹
③　

古
舘　

智
③

小
田　

忍
③　

林　

弘
昭
④

篠
山　

剛
⑧　

池
田　
廣
志
⑫

石
川　
弘
幸
⑫　

大
崎　
博
文
⑮

上
柿　

満
⑮

■
功
績
章
（
勤
続
10
年
）

岩
澤　
真
良
①　

觸
澤　
英
之
②

中
澤　
弘
隆
②　

古
舘　
一
則
③

坂
本　
一
幸
③　

千
葉　
利
行
③

古
舘　
竜
一
③　

大
崎　
篤
史
⑤

七
戸　
俊
夫
⑤　

浅
水　
充
伸
⑤

笹
川　
浩
二
⑥　

櫻
庭　
亮
人
⑥

夏
井　
良
法
⑨　

田
澤　
秀
行
⑩

石
川　
克
則
⑫　

千
葉　
暢
威
⑭

関
畑　
友
昭
⑭

婦
人
消
防
協
力
隊
表
彰

■
功
績
章
（
勤
続
５
年
）　

小
笠
原
裕
子
❹　

浅
水
利
香
子
❹

平
成
24
年
村
消
防
団
出
初
め
式

防
災
の
決
意
新
た
に

叙
勲
受
章
記
念
祝
賀
会

〜
長
年
の
功
績
を
た
た
え
て
祝
福
〜

　

平
成
23
年
秋
の

叙
勲
の
受
章
者
を

祝
う
「
叙
勲
受
章

記
念
祝
賀
会
」
は

１
月
23
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
消
防

功
労
に
よ
り
瑞
宝

双
光
章
を
受
章
さ

れ
た
松
田
憙
衛
さ

ん
（
鹿
島
）、
同
じ

く
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
た
上
村

德
一
郎
さ
ん
（
山
根
）
が

出
席
し
、
長
年
の
功
績
や

努
力
を
た
た
え
る
た
め
に

駆
け
つ
け
た
約
１
２
０
人

か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
岩
部

茂
村
長
は
「
九
戸
村
の
発

展
に
優
れ
た
業
績
を
残
さ

れ
た
お
二
人
の
献
身
的
な

郷
土
愛
、
不
断
の
努
力
に

対
し
て
深
く
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
豊
富
な
経
験
、
知

識
を
生
か
し
て
、
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
受
章
者
を

代
表
し
、
松
田
さ
ん
が

「
47
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

消
防
団
員
を
務
め
て
こ
ら

れ
た
の
も
、
皆
様
の
ご
支

援
の
お
か
げ
で
す
。
村
や

地
域
、
九
戸
村
消
防
団
が

よ
り
一
層
発
展
す
る
た
め
、

陰
な
が
ら
支
え
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

謝辞を述べる松田さん（左）と上村さん

敬
称
略
。
氏
名
の
後
の
○
内

の
数
字
は
分
団
名
、
●
内
の

数
字
は
協
力
隊
名
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News & Information

九戸村における放射線量の測定値

○　九戸村の放射線測定値は、国際放射線防護委員会が勧告した「屋外活動が制限される上限の
　暫定数値（3.8マイクロシーベルト/時＝年間 20ミリシーベルト）を大幅に下回っています。
　さらに厚生労働省・文部科学省は自然放射線以外の外部被ばくの放射線量を、年間1ミリシー
　ベルト以下が望ましいとしており、九戸村の放射線量はこれについても下回っています。
○　最新の測定値は村ホームページでお知らせしています。

【問い合わせ】総務企画課庶務財政班☎ 42-2111 内線 167

月　日
曜
日

役場 戸　田
保育園

伊保内
保育園

ひめほたる
こども園

戸　田
小学校

山　根
小学校

伊保内
小学校

長興寺
小学校

江刺家
小学校

九　戸
中学校

5cm 50cm 1.0ｍ 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 50cm 5cm 1.0ｍ
１月16日 月 0.046 0.039 0.043 0.050 0.043 0.059 0.051 0.053 0.048 0.050 0.045 0.059 0.057 0.041 0.042 0.031 0.040 0.054 0.064 0.039 0.033
１月17日 火 0.041 0.038 0.039 - 0.033 - 0.047 - 0.049 - 0.053 - 0.054 - 0.043 - 0.034 - 0.058 - 0.032
１月18日 水 0.038 0.041 0.042 - 0.038 - 0.054 - 0.048 - 0.043 - 0.054 - 0.043 - 0.034 - 0.056 - 0.031
１月19日 木 0.043 0.038 0.041 - 0.040 - 0.053 - 0.048 - 0.044 - 0.052 - 0.044 - 0.035 - 0.057 - 0.037
１月20日 金 0.040 0.042 0.042 - 0.033 - 0.053 - 0.046 - 0.043 - 0.056 - 0.042 - 0.032 - 0.058 - 0.036

単位：マイクロシーベルト／時

※測定値は、測定箇所で計測した平均値です。

学
童
保
育
児
童
を
募
集
し
ま
す

　

村
で
は
、
放
課
後
の
児
童

健
全
育
成
を
目
的
に
、
学
童
保

育
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
入
所
児
童
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
児
童　

昼
間
、
労
働

な
ど
に
よ
り
保
護
者
の
い
な

い
世
帯
の
小
学
１
年
生
〜
４

年
生（
定
員
50
人
）

■
開
所
時
間　

○
平
日
…
下
校
時
〜
午
後
６
時

○
学
校
休
業
日（
長
期
休
み
・

振
替
休
日
）
…
午
前
８
時
〜

午
後
６
時

■
休
所
日　

①
日
曜
日
・
祝

祭
日
②
お
盆
（
８
月
13
日
〜

19
日
）
③
年
末
年
始
（
12
月

29
日
〜
１
月
３
日
）
④
そ
の

他
必
要
と
認
め
た
日

■
保
育
料　

月
額
二
〇
〇
〇

円
（
※
生
活
保
護
世
帯
・

第
２
子
以
降
、
父
子
・
母

子
世
帯
は
５
割
免
除
）、
お

や
つ
・
教
材
費
な
ど
月
額

二
五
〇
〇
円
、
共
済
保
険
料

年
額
二
〇
〇
〇
円

■
募
集
期
間

２
月
27
日
㊊
〜
３
月
５
日
㊊

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

申
込
用
紙
は
、
住
民
生
活

課
、
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
村
学
童
ク
ラ
ブ
に
あ

り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
住
民
生
活
課
地
域
福
祉
班

　

☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
０
３

▽
村
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
41-

１
２
０
０

▽
村
学
童
ク
ラ
ブ

　

☎
42-

３
５
０
１

　

村
の
結
婚
相
談
所
で
は
、

専
任
の
結
婚
相
談
員
を
配
置

し
て
結
婚
を
希
望
す
る
方
と

の
相
談
や
情
報
収
集
、
イ
ベ

村
の
結
婚
支
援
に
ご
協
力
を
！

ン
ト
を
開
催
し
出
会
い
の
場

を
設
け
る
な
ど
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
結
婚
問
題
は
当

村
で
も
大
き
な
課
題
で
あ
り

未
婚
晩
婚
化
対
策
に
努
め
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
中
で

結
婚
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

か
ら
応
援
隊
員
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
取
り
組
み

を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

●　
結
婚
を
望
む
男
性
、
女

　
　

性
の
紹
介
（
情
報
提
供
）

●　
結
婚
支
援
へ
の
意
見
や  

　
　

情
報
（
意
見
交
換
）

　

以
上
、
ご
協
力
を
頂
け
る

方
は
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

村
公
民

館
・
相
談
員
尾
友
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
３
１
３
）

― 

応
援
隊
員
を
募
集 

―
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むらのわだい

自慢のもち米を販売
児童が育てたもち米をオドデ館で販売

　江刺家小学校（盛島寛校長・児童46人）の５年生

８人は12月20日、道の駅おりつめ「オドデ館」で

もち米の販売を行いました。もち米は、同校の全校

児童が種まきから脱穀までを体験して収穫したもの。

「いらっしゃいませ」「おいしいですよ」などと元気

に呼びかけ、30袋（1袋1.5kg入り）を完売しました。

森下奈津美さんは「田植えの作業が一番大変でした。

初めは売れるか不安だったけど、完売して良かった

です」と笑顔で話していました。

岩部村長から身分証や服装の点検を受ける交通指導隊

安全安心な地域づくりを
交通指導隊・地域安全推進隊出動式

　村交通指導隊（高崎信隊長）の点検式と村地域安

全推進隊（尾友元一隊長）の出動式は１月４日、役

場庁舎で行われました。式では、岩部茂村長が隊員

の手帳や身分証を点検し、「村民の安全を守るために、

今年も皆さんのご協力をお願いします」と訓示。高

崎隊長は「交通死亡事故ゼロと農作業時の事故防止

を推進し、広報活動などで呼びかけていきます」と

述べ、安全安心な地域づくりに向け決意を新たにし

ていました。

自分たちで育てたもち米を元気よく販売しました

利用者の皆さんの前で力強い舞いを披露しました

折爪荘で江刺家神楽披露
江刺家神楽保存会が折爪荘を慰問

　江刺家神楽保存会（小井田重雄代表）と伊保内高

校郷土芸能委員会の皆さんは１月９日、特別養護老

人ホーム「折爪荘」（滝谷美枝子所長）を訪問し、神

楽を上演しました。この日披露したのは、江刺家神

楽の「三宝荒神」「剣舞」「盆舞」「権現舞」の４演目。

ホールいっぱいに集まった利用者の方々は、にぎや

かな太鼓や笛の音に合わせて手拍子をしながら、躍

動感のある力強い舞いを楽しんでいました。
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎ 42-2111（内線 168）へお寄せください。Mura no wadai

感謝込め手料理ふるまう
戸田元村自治会で恒例の女正月

　戸田元村自治会（橋本敏夫会長）は１月15日、

同地区の集会施設「いろり庵」で恒例の「女正月」

を行い、正月に忙しく働いた女性をねぎらいました。

男性たちは午前８時から調理を開始。戸田小学校の

児童も参加し、盛り付けなどを手伝いました。橋本

会長は「日ごろ、女性の皆さんにご苦労をかけてい

るお礼。男女ともに健康で１年を過ごせることを祈っ

ています」とあいさつ。女性たちは手打ちそばやも

ち料理などの心温まる料理を味わっていました。 雑煮の盛り付けをする男性たち

女性目線で考える村づくり
九戸村婦人のつどいを開催

　村婦人団体連絡会主催の「九戸村婦人のつどい」

は１月22日、HOZホールで開かれ、連絡会を構成

する５つの女性団体の皆さんが、住みよい村づくり

のために学習と交流を行いました。開会式に続き、

岩手県金融広報アドバイザーの高橋典子先生が「財

布も体もあたたかく～あなたもできる家計費の節減

～」と題して講演。各団体によるステージ発表や、

恒例の手作り交換市も開かれ、にぎやかに会員相互

の親睦を深めていました。 家計費の節減について講演が行われました

歌と踊りでにぎやかな１日
老人クラブ連合会レク大会を開催

　村老人クラブ連合会（山地鉄蔵会長）主催の第36

回レクリエーション大会は１月17日、HOZホール

で開かれました。山地会長は「老人クラブの活動は

健康づくり、仲間づくり、地域づくりを目的として

おり、今日の大会もその一環。楽しく、なごやかな

１日を過ごして」と呼びかけました。ステージには

村内８つの老人クラブから37組が出演し、自慢の

演歌や民謡、踊りを披露。活気のある多彩なステー

ジに、仲間から盛んな拍手が送られていました。 会員の皆さんが歌や踊りを次々に披露しました
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み ん な の 広 場み ん な の 広 場

　

皆
川
仙
吉
さ
ん
（
明
治
45
年

１
月
３
日
生
・
戸
田
上
）、
小
澤

ヱ
ス
さ
ん
（
明
治
45
年
１
月
22

日
生
・
戸
田
下
）
が
百
歳
、
稲

森
源
右
エ
門
さ
ん
（
大
正
２
年

１
月
21
日
生
・
長
興
寺
上
）
が

99
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
岩

部
茂
村
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の

も
と
へ
お
祝
い
に
訪
れ
、「
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
花
束
と
敬
老

年
金
を
贈
っ
て
祝
福
し
ま
し
た
。

▶
小
澤
ヱ
ス
さ
ん
（
百
歳
）

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

〜
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
〜

▶
稲
森
源
右
エ
門
さ
ん
（
99
歳
）

祝
▶
皆
川
仙
吉
さ
ん
（
百
歳
）

１歳のお誕生日おめでとう☆

澤向　美
み

緒
お

ちゃん

２月２６日生まれ／南田
（父）武揚さん（母）英理子さん

いっぱい食べて、いっぱい遊
んで、お姉ちゃんと仲良くね。
お父さん・お母さんより

大畑　心
こ

春
はる

ちゃん

２月２６日生まれ／川向
（父）一也さん（母）幸子さん

明るく優しい子になってね！
お父さん・お母さんより

二戸地区PTA連絡協議会・岩手県PTA連合会

表彰を受けられた方を紹介

二戸地区PTA連絡協議会表彰を受けた玉
川光彦さん（左）と和蛇田教夫さん

岩手県PTA連合会表彰を受けた七戸智広さ
ん（左）と江刺家小PTA（写真は小松智樹さん）

成
23
年
度
年
次
表
彰
式
が
行
わ

れ
、江
刺
家
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
秋

元
光
浩
会
長
）
が
団
体
表
彰
、

前
九
戸
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会

長
の
七
戸
智
広
さ
ん
が
個
人
表

彰
を
受
賞
。
ま
た
、
同
連
合
会

の
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
で
大
畑

真
子
さ
ん
（
九
戸
中
２
年
）
の

作
品
が
最
優
秀
賞
に
次
ぐ
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

二
戸
地
区
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
大

会
（
二
戸
地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
主
催
）
は

11
月
19
日
、
一

戸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
和
蛇
田
教

夫
さ
ん
（
九
戸

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

と
玉
川
光
彦
さ

ん
（
長
興
寺
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

「三行詩コンクール」
で優秀賞を受賞した
大畑真子さん

【
大
畑
さ
ん
の
作
品
】

ポ
イ
ッ
と
く
つ
下
を
脱
ぎ
捨
て
た

マ
マ
が
怒
り
な
が
ら
笑
っ
た

「
パ
パ
に
そ
っ
く
り
だ
ね
。」

が
年
次
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
に
は
盛
岡
市
の
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
社
団
法

人
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
平
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む
ら
の
文
芸

第
２
８
５
回　

く
の
へ
俳
句
会

み ん な の 広 場

国 民 年 金

【問い合わせ】
住民生活課国保住民班☎42-2111内線 211
二戸年金事務所☎23-4111

田
村　

畦
畔

冬
深
し
我
が
家
二
人
は
変
り
な
く

床
ば
な
れ
し
に
く
く
な
り
し
寒
さ
か
な

水
鼻
を
た
ら
し
て
集
金
寺
年
貢

義　

也

逃
げ
ら
れ
ぬ
現
役
の
ま
ま
年
明
け
る

オ
リ
オ
ン
の
煌
く
星
の
冴
え
わ
た
り

火
の
色
も
凜
と
す
る
よ
な
年
は
じ
め

高
島
ふ
み
女

山
里
の
固
き
豆
腐
や
年
用
意

い
く
ら
か
は
日
脚
伸
び
た
り
夕
炊
ぐ

着
ぶ
く
れ
て
遣
り
繰
り
算
段
山
暮
し

古
舘
や
す
お

冬
木
立
一
本
づ
つ
の
影
が
濃
く

冬
日
和
老
犬
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

お
も
ふ
こ
と
呑
み
込
む
性さ

が

よ
懐
手

菅
野　

岑
子

河
童
淵
ポ
ト
リ
と
落
ち
し
く
る
み
の
実

六
角
牛
山
高
か
ら
ず
秋
の
晴

少
々
の
雨
は
気
に
せ
ず
花
野
行
く

六
地
蔵
小
さ
き
庇
や
秋
時
雨

冬
部　

雪
女

冬
深
し
隠
れ
里
め
く
邑
に
棲
む

冬
木
立
武も

の

士の
ふ

の
駈
け
し
そ
の
昔

神
木
の
聳
え
る
社
や
初
鴉

舘
村　

青
村

今
日
の
無
事
あ
し
た
の
不
安
冬
深
し

い
み
じ
く
も
初
夢
京
の
旅
に
あ
り

寂
静
の
雪
寂
然
の
古
刹
か
な

【
忘
年
句
会
で
の
互
選
句
（
雑
詠
）】

（
四
点
句
）

片
言
の
や
や
に
う
な
ず
く
冬
日
和　
　

（
雪　

女
）

仕
草
変
え
多
芸
多
才
の
カ
マ
ド
猫　
　

（
畦　

畔
）

（
三
点
句
）

句
に
集
う
仲
間
や
天
皇
誕
生
日    　

（
青　

村
）

大
マ
ス
ク
老
顔
隠
し
て
万
歩
計　
　
　

（
や
す
お
）

大
嚔
浮
か
び
し
一
句
忘
れ
け
り      

（
雪　

女
）

主
婦
業
の
定
年
は
ま
だ
年
用
意　
　
　

（
赤　

藤
）

冬
銀
河
そ
の
又
彼
方
に
新
世
界      

（
義　

也
）

（
二
点
句
）

帰
ら
う
か
凍し

ば

れ
夕ゆ

焼や
け

の
消
え
さ
う
で　

（
や
す
お
）

一
年
の
汚
れ
流
し
て
冬
至
風
呂　
　
　

（
畦　

畔
）

庭
の
隅
冬
至
南
瓜
を
鉈
で
割
る　
　
　

（
や
す
お
）

衰
え
し
第
六
感
や
枯
芒　
　
　
　
　
　

（
青　

村
）

天
籟
の
一
句
も
成
ら
ず
年
の
暮　
　
　

（
青　

村
）

○第３号被保険者の届出義務
・第３号被保険者になったとき

　配偶者である第２号被保険者に扶養

されることになった場合には、第３号

被保険者になりますので、必ず第３号

被保険者に該当する旨の届出を配偶者

の勤務する会社（事業主）に提出します。

・第３号被保険者でなくなったとき

　配偶者である第２号被保険者の扶養

から外れた場合には、第１号被保険者

になります。このような場合には、必

ず住所地の市区町村に第１号被保険者

への種別変更届を提出してください。

○第３号不整合記録への対応
　実際には第１号被保険者であるにも

かかわらず、届出がもれていたため第３

号被保険者期間として年金記録が管理

されている場合があります（第３号被

保険者記録の不整合期間）。日本年金機

構では、不整合期間を有する人を対象

に、不整合期間を本来の第１号被保険者

期間へ変更して年金記録をお知らせし

ています。第１号被保険者期間へ変更

したことにより保険料の納付が必要と

なった期間（過去２年以内）については、

保険料を納めてください。また、過去

２年より前にさかのぼって第３号被保

険者に該当していた場合は「第３号被保

険者該当届」の届出が必要となります。

第３号被保険者制度と
第３号不整合問題
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

　

開
会
式
で
千
葉
利
夫
教
育
長
は
「
書

は
体
を
表
す
と
い
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

豊
か
な
感
性
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
力
強
い
字
を
書
い
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は
、

浪
岡
裕
子
さ
ん
（
山
根
小
学
校
長
）、
松

橋
牧
子
さ
ん
（
二
戸
西
小
学
校
教
諭
）、

玉
川
眞
理
子
さ
ん
（
長
興
寺
下
）

の
３
人
の
審
査
員
か
ら
時
折
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
一

字
一
字
丁
寧
に
書
き
上
げ
て
い

ま
し
た
。
閉
会
式
で
浪
岡
校
長

は
「
伸
び
伸
び
、
堂
々
と
し
た

字
が
書
け
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
、
再
来
年
と
続
け
て

参
加
し
て
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
。

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が

入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

■
特
選　

▽
本
堂
歩
（
山
根
小

５
年
）

■
金
賞　

▽
大
久
保
美
海
（
伊

保
内
小
５
年
）
▽
櫻
庭
美
穂
（
伊

保
内
小
６
年
）
▽
本
堂
晴
夏
（
九

戸
中
１
年 

）
▽
上
柿
成
美
（
九

戸
中
３
年
）

　

第
34
回
村
新
春
書
き
初
め
大
会
（
村

教
育
委
員
会
主
催
）
は
１
月
７
日
、
Ｈ

Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に
開
か
れ
、
小

中
学
生
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
学
年
ご
と
に
与
え
ら
れ
た
課
題
に

挑
戦
し
、
新
し
い
年
の
書
の
精
進
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

新
年
の
希
望
　
筆
に
込
め

第
34
回
村
新
春
書
き
初
め
大
会

✿
特
選
受
賞
作
品

集中して筆を走らせる児童たち

　

第
14
回
九
戸
村
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は

１
月
19
日
、
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か

れ
、
村
内
の
５
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
開

会
式
で
岩
部
茂
村
長
は

「
村
長
杯
は
今
年
最
初

の
大
会
。
幸
先
の
良
い

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ

う
、
ご
健
闘
を
お
祈
り

し
ま
す
」
と
選
手
を
激

励
。
競
技
は
総
当
た
り

戦
で
行
わ
れ
、
選
手
の大会を制した伊保内上チームの皆さん

✿
金
賞
受
賞
作
品

第14回村長杯ゲートボール大会

伊保内上チームが優勝
皆
さ
ん
は
チ
ー
ム
で
声
を
か
け
合
い
な

が
ら
得
点
を
競
っ
て
い
ま
し
た
。
試
合

の
結
果
、
４
戦
全
勝
の
伊
保
内
上
が
優

勝
。
２
位
は
長
興
寺
、
３
位
は
荒
谷
と

な
り
ま
し
た
。

■
銀
賞　

▽
山
下
須
瑞
（
伊
保
内
小
１

年
）
▽
山
下
結
愛
（
伊
保
内
小
２
年
）

▽
千
葉
萌
愛
（
長
興
寺
小
３
年
）
▽
山

下
笑
舞
（
伊
保
内
小
４
年
）
▽
山
谷
夏

音
（
長
興
寺
小
４
年
）
▽
本
堂
未
来
（
山

根
小
４
年
）
▽
七
戸
瑠
美
奈
（
江
刺
家

小
４
年
）▽
平
中
海
里（
伊
保
内
小
５
年
）

▽
岩
部
初
音
（
伊
保
内
小
６
年
）
▽
田

口
真
愛
（
江
刺
家
小
６
年
）

■
銅
賞　

▽
尾
友
快
晟
（
伊
保
内
小
３

年
）
▽
関
向
郁
哉
（
伊
保
内
小
３
年 

）

▽
山
下
さ
く
ら
（
伊
保
内
小
３
年
）
▽

尾
友
花
歩
（
伊
保
内
小
５
年
）
▽
田
澤

陽
明
子
（
山
根
小
５
年
）
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始・お盆と祭り期間

Books
平成24年度

小学校入学予定児童は49人

　村では、平成24年度の育英奨学生を次の要領で募集し
ます。
●応募資格　本村に住所を有する者の子弟で、高等学校以
　上の学校に在学し、学費の支弁が困難と認められる者。
　なお、前年度奨学金を貸与された方は、奨学生の正規の
　修学期間までは、申込手続きが不要です。
●申込期間　２月２日（木）～３月23日（金）
　　　　　　※申込用紙は村教育委員会で配布します。
●募集人数　若干名
●奨学金の月額
　①高等学校等………15,000円以内
　②高等専門学校等…30,000円以内
　③大学等……………40,000円以内
　申し込み方法や提出書類など詳しい内容については、村
教育委員会事務局教育総務班（☎42-2111内線302・333）
へお問い合わせください。

《小学校別入学予定者数》

・伊保内小学校　　15 人
・長興寺小学校　　10 人
・戸　田小学校　　14 人
・山　根小学校　　　3 人
・江刺家小学校　　　7 人

　　合　　計　　　49 人

　入学該当者は平成24年４月１日現在で満６歳になる児
童です。個人情報保護のため児童の氏名は掲載しません。
学校名と入学予定人数のみお知らせします。
　次の事項に該当する場合は、村教育委員会事務局教育総
務班（☎42-2111内線302・333）へお問い合わせください。
●　今年３月までに保護者の住所が学区外へ異動する方。
●　入学該当の保護者で確認したいことがある方。

最高学府の卒業生、志を抱いて
入省したはずの優秀な人間たち
が集う日本最高の頭脳集団。し
かし彼らの行動規範は、「国の
ため」ではなく「省のため」。
身分保障にうつつを抜かし、天
下りもサボタージュも恥と思わ
ない。いったいなぜ官僚たちは
墜落の道をたどるのか？

ぽんたはきのう、ふもとの村
でとてもふしぎなものを見
ました。“じどうはんばいき”
です。お金をいれると、いろ
んな物がでてくるんです。ぽ
んたはすっかり、きにいって
しまいました。だってぽんた
も、はっぱをいろんなものに
かえるのがとくいなんです。

がん予防のためにデザインされ
た植物成分を含む食品の情報を
もとに、がんを予防する 52 の
野菜の効力、成分などわかり
やすく解説。“効果的な食べ方”
がんを防ぐ調理法も合わせて紹
介しています。

愛を失った歩太と夏姫は、再び
愛を取り戻すことができるか？
そして中学の担任教師だった夏
姫にどうしようもなく惹かれて
いく慎一。傷ついた３人が織り
なす切ない愛のドラマ！「天使
の卵」の待望の続編です。

天使の梯
はし

子
ご

村山由佳著／集英社

官僚の責任
古賀茂明著／ PHP 新書

ぽんたのじどうはんばいき
加藤ますみ著／ひさかたチャイルド

がんを防ぐ52の野菜
大澤俊彦著／法研

村育英奨学生を募集



国保だより

16

問住民生活課保健衛生班☎42-2111内線122みんなの健康

問住民生活課国保住民班☎42-2111内線212（国保制度）、賦課徴収班　内線232（国保税）

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

　

肩
こ
り
の
お
も
な
原
因
は
、
血
行

不
良
で
す
。
肩
こ
り
の
解
消
に
は
と

に
か
く
血
行
を
促
す
こ
と
が
大
事
で

す
。
寒
さ
を
避
け
る
た
め
体
を
縮
め

る
姿
勢
が
、
肩
こ
り
に
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

解
消
方
法
は
温
め
る
こ
と
で
す
。

筋
肉
が
こ
り
固
ま
っ
て
い
る
首
や
肩

を
直
接
温
め
ま
す
。
温
め
る
方
法
は
、

蒸
し
タ
オ
ル
、
カ
イ
ロ
、
温
湿
布
、

温
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
好
み
や
生
活
に
合
わ
せ
て
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
温
め
て
は
い
け
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
急
性
期
の
肩
こ
り

（
寝
違
え
や
む
ち
打
ち
な
ど
）
は
、
出

血
を
ひ
ど
く
し
て
し
ま
う
の
で
逆
効

果
で
す
。

●
だ
れ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
の

が
蒸
し
タ
オ
ル
、
熱
め
の
お
湯
に
ひ

た
し
て
固
く
絞
る
。
す
ぐ
に
冷
め
て

し
ま
う
の
で
や
や
熱
い
お
湯
を
洗
面

器
に
用
意
し
て
、
何
度
か
繰
り
返
し

て
く
だ
さ
い
。

●
貼
る
タ
イ
プ
の

カ
イ
ロ
や
温
湿
布

は
温
か
さ
が
長
持

ち
し
ま
す
。
肩
や
全
身
の
い
ろ
い
ろ

な
部
分
に
貼
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
で
は
も
っ
と
も
効
果
的

で
す
。
た
だ
し
、
カ
イ
ロ
は
肌
に
直

接
あ
て
て
お
く
と
、
低
温
や
け
ど
に

な
り
ま
す
。
肌
着
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上

か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
肩
こ
り
体
操
の
よ
う
に
身
体
を
動

か
し
血
行
を
良
く
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

①
腕
は
ブ
ラ
リ
と
た
ら
し
た
ま
ま
、

　

両
肩
を
も
ち
上
げ
、
力
を
抜
い
て

　

ス
ト
ン
と
落
と
し
ま
す
。

②
肩
で
円
を
描
く
よ
う
に
、
肩
の
前

　

回
し
と
後
ろ
回
し
を
行
い
ま
す
。

③
両
腕
を
上
に
振
り
上
げ
、
後
ろ
に

　

振
り
下
ろ
し
ま
す
。

④
両
腕
を
大
き
く
横
に
振
り
上
げ
、

　

前
に
振
り
下
ろ
し
ま
す
。
少
し
つ
っ

　

ぱ
る
感
じ
が
す
る
ま
で
十
分
に
開

　

い
て
く
だ
さ
い
。

⑤
腕
を
大
き
く
前
と
後
ろ
に
交
互
に

　

回
し
ま
す
。

　

朝
晩
10
回
〜
20
回
ゆ
っ
く
り
無
理

を
し
な
い
程
度
に
行
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

 （ 

保
健
師　

及
川
洋
子
）

冷
え
は
、
肩
こ
り
の
大
敵

大
切
な
制
度
を
維
持
す
る
た
め

国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
に
備
え
て
み
ん
な
で
助
け
合
う

医
療
制
度
で
す
。
国
保
税
は
、
医
療
費

や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
の

給
付
の
費
用
と
な
る
大
切
な
財
源
で
す
。

国
保
税
を
納
め
な
い
人
が
い
る
と
「
助
け

合
い
」の
仕
組
み
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、

国
保
の
運
営
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
国
保
税
の
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
決
め
方

　

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、

患
者
さ
ん
が
病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金

や
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差
し
引

い
た
も
の
が
国
保
税
の
総
額
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
年
度
ご
と
に
決
め
ら
れ
る
の

で
、年
度
の
途
中
で
国
保
に
加
入
や
脱
退
を

し
た
場
合
に
は
、
月
割
で
計
算
し
た
分
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
職
場
の
健

康
保
険（
社
保
な
ど
）か
ら
抜
け
た
り
、
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
り
し
た
と

き
は
、
そ
の
月
の
分
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
国
保
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
納
期
が
過
ぎ

て
も
国
保
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
督

促
が
行
わ
れ
ま
す
。
督
促
料
や
延
滞
金
な

ど
を
徴
収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、
１
年

間
の
有
効
期
間
が
あ
る
通
常
の
被
保
険
者

証
で
は
な
く
、
有
効
期
間
が
短
い
被
保
険

者
証
（
短
期
被
保
険
者
証
）
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
有
効
期
間
が
短
い
の
で
、
ひ
ん
ぱ

ん
に
更
新
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
納
期
限
か
ら
１
年
以
上
滞
納

が
続
き
、
納
税
相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い

た
だ
け
な
い
場
合
は
、
被
保
険
者
証
を
返

還
し
て
い
た
だ
き
「
資
格
証
明
書
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

■
資
格
証
明
書
と
は

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
の
被
保
険
者
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も

の
で
す
。
よ
っ
て
、
医
療
機
関
に
お
い
て
、

被
保
険
者
証
の
よ
う
に
保
険
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
き
に
は
、
い
っ
た
ん
医
療
費
の

10
割
（
全
額
）
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
役
場
の
国
保
の
窓
口
で
支
給

申
請
手
続
き
を
し
て
、
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
手
続
き
な
ど
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
国
保
税
は
必
ず

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。



17 広報くのへ●2012-2

問二戸消防署九戸分署☎42-3119消防署だより

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン

問ハローワーク二戸☎23-3341求人情報

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

春の全国火災予防運動
（３月１日～３月７日）

■全国統一防火標語
「消したはず　決めつけないで　もう一度」

　
　期間中は第１分団管

轄（伊保内地区）の一

般家庭防火指導を行い

ますのでご協力をお願

いします。

　ストーブなど暖房器具を使う季節になりまし

た。一人ひとりが火の取り扱いに注意し、火災

のない安全・安心なまちをつくりましょう。

村内の交通事故（12月分）

区 分 件　数
１月からの
累　計 前年比

人身事故 1件 3件 － 3件
物損事故 10 件 66 件 － 1件
負 傷 者 1人 4人 － 3人
死 亡 者 0人 1人 ＋ 1人
飲酒運転
検 挙 者 0人 0人 ± 0人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…    66日
（12月31日現在）

注
意
！
振
り
込
め
詐
欺
の

「
だ
ま
し
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」

■
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け
」
と
言
わ
れ
た

ら
詐
欺

　

昨
年
末
、
県
内
全
域
に
お
い
て
、

も
ど
し
ま
す
詐
欺
（
還
付
金
等
詐
欺
）

被
害
が
続
発
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
を
か
た
る
犯
人
か
ら
、
医
療
費
の

還
付
金
が
あ
る
た
め
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
払
機
）
で
手
続
き
を
す
る
よ

う
促
さ
れ
、
そ
れ
を
信
じ
て
指
定
さ

れ
た
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
出
向
き
、
携
帯
電
話

で
操
作
方
法
を
指
示
さ
れ
な
が
ら
、

犯
人
の
指
定
し
た
口
座
へ
と
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
振
替
手
続
き
を
し

て
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と
い
う
手
口
で

す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
「
お
金
を
も

ら
う
」
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

相
手
か
ら
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
け
」
と

言
わ
れ
た
ら
、そ
れ
は
絶
対
に
「
詐
欺
」

で
す
。

■
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い

う
電
話
は
詐
欺

　

全
国
で
は
、
昨
年
中
の
な
り
す
ま

し
詐
欺
（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）
の
被
害

が
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

　

息
子
や
孫
に
な
り
す
ま
し
た
犯
人

村内の火災・救急（12月分）
区 分 件　数 １月からの累計 前年比
火 災 0件 0件 －    9 件
救 急 22 件 303 件 ＋ 28 件

か

ら

突

然
、「
交
通

事
故
を
起

こ
し
て
し

ま
っ
た
」

「
妊
娠
さ
せ

て
し
ま
っ

た
」「
職
場
の
お
金
に
手
を
つ
け
て
し

ま
っ
た
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
い
、

示
談
・
保
証
に
充
て
る
お
金
が
ど
う

し
て
も
必
要
と
告
げ
ら
れ
、
犯
人
に

指
定
さ
れ
た
口
座
に
お
金
を
振
り
込

み
、
だ
ま
し
取
ら
れ
る
と
い
う
手
口

で
す
。

　

突
然
に
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」

と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

「
詐
欺
」
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
、
他
の

家
族
に
も
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

12月21日～１月11日受理求人

いわて県北クリーン株式会社①産業廃棄物処
理施設の操作と維持管理係②九戸村③18歳～28

歳④161,000円⑤普通自動車免許一種、試用期間

３か月太平ビルサービス株式会社八戸支店①
清掃スタッフ②一戸町③59歳以下④650円⑤週

４日～５日程度勤務軽米町役場①保育士②軽
米町③不問④131,600円～148,000円⑤保育士免

許福岡チップ工業有限会社①製材工②二戸市
③不問④134,400円～154,100円⑤フォークリフ

ト免許大森緑化販売①緑化樹・苗木などの生
産作業員②二戸市③不問④143,000円～198,000

円⑤普通自動車免許一種（AT限定不可）、試用

期間１か月株式会社ユニバース二戸堀野店①
惣菜②二戸市③不問④700円⑤日・祝日、お盆、

年末年始の勤務ができる方。週５日程度勤務。

※求人情報は、役場ロビーでも配布しています。

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤必要資格など
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休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
２ ５ むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 ２ ５ 関歯科医院 38-2937
11 よこもり眼科クリニック 22-2230 11 菅歯科 23-5161
12 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 12 こしみず歯科クリニック 33-4618
19 小野寺クリニック 46-2822 19 森川歯科医院 23-6361
26 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 26 沢藤歯科医院 25-4002

村のこよみ 2 月
日にち 行　事　名 時　間 場　所
2・3㊎ デイケア   9：30 保健センター
4㊏ 村営くのへスキー場ナイター感謝デー 16：00 くのへスキー場
5㊐ 村づくり推進のつどい   9：30 HOZホール
7㊋ 保健師の出前相談   9：30 老人福祉センター
9㊍ 巡回相談 10：00 開発センター
10㊎ 手作り伝承塾・布ぞうり教室 13：30 開発センター
11㊏ 建国記念の日
12㊐ 九戸村健康福祉大会   9：30 HOZホール
13㊊ ぽっかぽか教室（個別）   9：30 保健センター
14㊋ おしゃべりサロン「ひだまり」 10：00 まさざね館
15㊌ 手作り伝承塾・裂き織り教室 10：00 開発センター
18㊏ 九戸村小中学校スキー大会   9：00 くのへスキー場
19㊐ 『家族ふれあいの日』
20㊊ 読書感想文コンクール表彰式 16：00 HOZホール
21㊋ 乳児健診 13：45 保健センター
23㊍ 生涯学習アカデミー・女性教室閉講式 14：00 HOZホール
25㊏ 「やまびこ」読み聞かせ会 10：00 公民館図書室
26㊐ 九戸村スキー選手権大会   8：50 くのへスキー場
27㊊ ぽっかぽか教室  9：30 保健センター

3・1㊍
春季全国火災予防運動（～７日）
伊保内高校卒業式 10：00 伊保内高校

4㊐ 火災予防パレード  9：30 村内一円
5㊊ 献血
6㊋ 保健師の出前相談   9：30 江刺家ふるさとセンター

※指定日に、指定の袋で出しましょう。  　　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域

瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ２月６日㊊ ２月７日㊋ ２月13日㊊
空 き 缶 ２月20日㊊ ２月21日㊋ ２月27日㊊
粗 大 ご み ２月14日㊋
紙・プラ類 ２月９日㊍ ２月15日㊌ ２月23日㊍

ごみ収集日

●２月の納税 ●

２月29日㊌は固定資産税（第
４期）、国民健康保険税（第８期）
の納期限です。忘れずに納めま
しょう。納税は、口座振替が便
利です。

いわて農業入門塾の
受講生を募集します

　岩手県立農業大学校では、「いわ

て農業入門塾」の第16期生を募集

します。

■内容　野菜栽培の実習・体験
■期間　５月５日㊏～10月20日㊏
■対象　県内在住の就農希望者
■開講日　毎週土曜日（午後１時
～午後３時30分）

■場所　岩手県立農業大学校
■定員　100人
■経費　10,000円（教材費、傷害
保険料）

■募集期間　３月５日㊊～４月４日㊌
■申込方法　官製はがきまたは
FAXに必要事項を記入し、下記事

務局へ送付してください。岩手県

立農業大学校のホームページから

も申し込みできます。

【必要記入事項】住所、氏名、年齢、

職業、性別、連絡先（TEL,FAX）、

農業体験の有無、就農希望の有無、

農用地の有無（面積、借地含む）

■申し込み・問い合わせ　
〒029-4501　胆沢郡金ヶ崎町六原

蟹子沢14　岩手県立農業大学校・農

業研修センター（☎0197-43-2107・

FAX0197-43-2108）
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村外に在住の方へ
広報くのへを郵送

　村外にお住

まいで、「広報

くのへ」の郵

送を希望する

方に、毎月広報紙の送付を行って

います。継続される方も手続きが

必要です。

■申込方法　郵送先の住所と氏名
を明記の上、90円切手12枚（平

成24年４月から平成25年３月ま

での送料）を添えて、九戸村役場

総務企画課広報担当（〒028-6502

岩手県九戸郡九戸村大字伊保内10-

11-6）へ持参、または郵送してくだ

さい。

九戸村役場☎42-2111　http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

ス
ナ
ッ
プ
く
の
へ

information
確定申告書の提出は
お早めに！

　平成23年分の所得税と贈与税の

申告と納税は３月15日㊍、個人事
業者の消費税および地方消費税の

申告と納税は４月２日㊊が期限で
す。申告書の作成や納税には、気

軽で便利な『e
イータックス

- T a x』をご利用く

ださい。また、国税庁ホームペー

ジの「確定申告書等作成コーナー」

からも作成できます。申告や納税

が遅れると、加算税や延滞税がか

かる場合があります。なお、所得

税と消費税および地方消費税の納

税は、振替納税が便利です。

◎確定申告書作成会場のご案内
■期間　２月１日㊌～３月15日㊍
　　　　※土・日・祝日を除く。
■場所　二戸税務署１階会議室
■問い合わせ　
　二戸税務署（☎23-2701）

若年無業者対象の
出前相談会を開催

　いわて若者サポートステーショ

ンでは、若年無業者（ニート）の

社会的自立支援を目的として下記

のとおり相談会を開催します。

■日時　３月３日㊏　
　　　　午前10時～午後４時
■会場　二戸市・なにゃーと
■対象　就業に関して悩んでいる
15歳からおおむね40歳未満の若

年無業者などとその保護者

■相談料　無料
■定員　10人（予約が必要です。）
■その他　職業紹介は行いません。
■申し込み・問い合わせ　
いわて若者サポートステーション

（☎019-653-4210・FAX019-625-8461）

陸上自衛隊音楽隊
定期演奏会を開催

　陸上自衛隊岩手駐屯地では、第
26回陸上自衛隊岩手駐屯地音楽隊

定期演奏会を開催します。

■日時　３月17日㊏　開場：午後
２時15分、開演：午後３時

■場所　盛岡市民文化ホール
■その他　入場無料、事前の整理
券は発行しません。先着入場です。

■問い合わせ　陸上自衛隊岩手駐
屯地司令業務室（☎019-688-4311

内線584）

村農業委員会委員
選挙人名簿の縦覧

　平成24年１月１日現在により調

製した九戸村農業委員会委員選挙

人名簿を、次のとおり縦覧します。

　選挙人は、この縦覧により選挙

人名簿に脱漏、または誤載がある

と認めるときは、縦覧期間内に限

り、文書で選挙管理委員会に異議

を申し出ることができます。

■期間　２月23日㊍～３月８日㊍
の15日間

■時間　午前８時30分～午後５時
■場所　村選挙管理委員会事務局
（役場４階）※土曜日と日曜日は、

役場１階の守衛室

■問い合わせ　村選挙管理委員会
事務局（☎42-2111内線166）

■申込締切　３月９日㊎
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線168）

東北地区国立大学
法人等オープンセミナー

■日時　２月17日㊎　
　　　　午後2時～午後４時40分

■場所　岩手大学
■内容　①職員採用試験の概要②
各国立大学の概要および業務内容

③先輩職員からのメッセージ④職

員による個別相談会

■その他　ホームページから事前
予約が必要です。

■問い合わせ　東北地区国立大学
法人等職員採用試験実施委員会採

用試験事務室（☎022-217-5676）
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戸籍だより
※12月16日～1月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　觸　澤　志
ここ

　奏
な

（英之・すみえ）戸 田 上

　番　澤　薫
ゆき

　子
こ

（廣円・美知子）戸 田 下

　道　地　果
か

　来
こ

（誠・樹里）　江刺家上

ご結婚おめでとう

　下高山　朋　徳　（南　田） 　 　
　下　村　広　子　（山　根）

ご冥福をお祈りします

　千　葉　喜久治　（83歳） 長興寺下

　橋　本　留之助　（92歳） 戸 田 下

　坂　本　俊　一　（78歳） 折 爪 荘

　桂　木　チ　ヱ　（86歳） 川　　向

　細　川　ス　ヱ　（94歳） 細　　屋

　椛　木　正五郎　（93歳） 伊保内下

　柾　本　タ　マ　（98歳） 伊保内上

　上　村　福太郎　（96歳） 山　　根

　谷　地　德　松　（88歳） 細　　屋

　細　川　ト　ク　（75歳） 細　　屋

人のうごき
（平成24年 1月 1日現在）

●人　口　　６，５５１　人（　－９）
　　男　　　３，１６３　人（　－５）
　　女　　　３，３８８　人（　－４）
●世帯数　　２，１７９世帯（　－２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　　４　人（１０８人）
　転　出　　　　５　人（１３７人）
　出　生　　　　２　人（　３７人）
　死　亡　　　１０　人（１１３人）

（カッコ内は１月からの累計）

●●●●●　  編集室から  ●●●●●
◆先日、戸田保育園の祖父母会にお邪魔しま
した。園児と遊ぶおじいちゃん、おばあちゃ
んの優しいまなざしがとても印象的で、こち
らまで温かい気持ちになりました。以前、「早
く孫がほしい」と話していた友達に「まずは
子どもでしょ」と笑っていた私ですが、その
気持ちがわかった気がします（尾友）
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県
立
伊
保
内
高
等
学
校
（
内
藤

賢
一
校
長
）
の
生
徒
に
よ
る
「
九

戸
村
地
域
子
ど
も
読
書
会
」
は
１

月
10
日
と
11
日
、
村
内
の
自
治
公

民
館
な
ど
16
会
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
同
校
の
伝
統
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
読
書
会
は
、
今
年
で

32
回
目
。
１
、２
年
生
の
希
望
者
55

人
が
参
加
し
、
童
話
の
読
み
聞
か

せ
や
紙
芝
居
、
か
る
た
な
ど
で
小

学
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
読
み
聞
か
せ
の
童
話
は

宮
沢
賢
治
作
の
「
ど
ん
ぐ
り
と
山

猫
」。
高
校
生
が
登
場
人
物
に
な
り

き
っ
て
物
語
を
朗
読
す
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
続
い
て
、「
オ
ド
デ
の

本の楽しさ伝える
読み聞かせ

第32回九戸村地域子ども読書会

❶宮沢賢治の童話「どんぐりと山猫」の読み聞かせを行う高校生❷子どもたちは真
剣な表情で物語に聞き入っていました❸九戸かるたなど、さまざまな遊びを通して
交流を深めました

③

話
」
や
「
妻
の
神
の
カ
ッ
パ
」
な

ど
、
村
の
民
話
を
題
材
と
す
る
手

作
り
の
紙
芝
居
を
披
露
。
九
戸
か

る
た
な
ど
の
ゲ
ー
ム
も
盛
り
上
が

り
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
や
か
な
声

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
岩
崎
有あ

り

那な

さ
ん
（
山
根
小
６
年
）
は
「
い

ろ
い
ろ
な
お
話
や
紙
芝
居
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

場
面
に
よ
っ
て
話
し
方
が
違
っ
て

い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

目
を
輝
か
せ
、岩
渕
颯そ

う

太た

く
ん
（
伊

保
内
高
１
年
）
は
「
今
ま
で
一
生

懸
命
準
備
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

自
分
た
ち
も
楽
し
く
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
充
実
し
た

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

①

②

｛




